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第２期西条市総合計画後期基本計画 

（第２期西条市まち・ひと・しごと創生総合戦略）（案）【抜粋】 

 

第３章 将来人口の推計 

第１節 西条市全体の将来推計人口と分析 

（１）国立社会保障・人口問題研究所が公表した西条市全体の将来推計人口 

・西条市の総人口は、将来にわたって減少傾向が続くこととなり、2045年には 78,307人ま 

で減少します。 

・2013年に社人研が公表した 2040年将来推計人口と、2018年に社人研が公表した 2040年 

将来推計人口を比較すると、5,360人の下方修正となっています。 
 

 
 
第２節 地域別（小学校区）将来推計人口と分析 

（２）地域別（小学校区）将来人口の推計 

・2010年から 2045年までの 35年間で人口が増加する地域は玉津校区のみであり、玉津校区 

が西条市内で最も人口が多くなります。 

・2010年から 2045年までの 35年間で人口が最も減少する地域は神拝校区です。 
 

（３）西条市内で進行する人口減少の傾向 

・西条市は、2014年に日本創成会議人口減少問題検討分科会が公表した「消滅可能性都市1」 

には該当しませんでした。 

                                                      
1 2014年に日本創成会議人口減少問題検討分科会が公表した 2010年の国勢調査を基準年として、2040年 

時点に 20～39歳の女性人口が半減する自治体 

資料１ 

 

・「消滅可能性都市」と同じ定義を地域別（小学校区）にあてはめてみると、市内全 25小学 

校区のうち半数以上の 15小学校区が該当します。 

※「消滅可能性都市」の定義にあてはまる 15小学校区……神拝、禎瑞、橘、氷見、周布、 

多賀、壬生川、三芳、楠河、庄内、徳田、田野、田滝、中川、石根 

 

 

        

2013年社人研推計 

2018年社人研推計 
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第４章 政策分野別の未来予想 

第２節 学校教育 

（１）小学校別児童数の推計 

・児童数 60人（1学年あたり 10人）を基準とした場合、2015年時点で基準を下回 

る小学校は１校（田滝小学校）ですが、2030年には 5校（禎瑞小学校、庄内小学 

校、徳田小学校、中川小学校が加わる）となり、2045年には 10校（橘小学校、 

楠河小学校、三芳小学校、田野小学校、石根小学校が加わる）まで増加します。 

 

 
 

 

 

（２）中学校別生徒数の推計 

・生徒数 60人（1学年あたり 20人）を基準とした場合、2015年時点で基準を下回る 

中学校は１校（丹原西中学校）で、その状況は 2045年まで変わりません。2045年 

までに全中学校で生徒数が縮減します。 

 
 

                                                            


